











Chunyu Yi, His System of Healing : 
Han-Wendi Imperial Dialogue Episode
 KADOYA, Akihiko
Abstract
There are many healing systems present in the stream of Chinese Medical History. 
Among these systems, the healing system of Chunyu Yi (淳于意 ) falls between the heal-
ing system of Bianque (扁鵲 ) and that of Hua Tuo (華佗 ). Reading the Han-Wendi Im-
perial Dialogue Episode and pursuing the reasons why the healing system of Chunyu Yi 
was recorded, a strata of interconnected happenings and the nature of Wendi’s reading of 
the Huangdi Neijing (黄帝内経 ) becomes apparent. Moreover, this interaction also re-


















































































































































































































































































































































































○ 臣意に問ふ。意の方 能く病の死生を知り、藥用の宜しきを論ず。諸侯王・大臣 嘗て意に問
ふ者有りやいなや。文王の病む時に及び、意に診治を求めざりしは何の故ぞ。
そなたは助かるか助からないか病気の診断をし、適した薬もわかるようだが、諸侯王や大臣の
なかにそなたに診察を頼んだ者があったか。斉の文王（諸侯王の一人。劉則。斉の王として文帝
二年（前178）から十四年間在位）が病気の時、そなたに診察と治療を依頼しなかったのはなぜ
か。
○臣意に問ふ。文王の病を得て起
た
たざる所以の狀を知るか。
文王が病気になって、再起できなかった事情を知っているか。
○臣意に問ふ。師の慶は安
いづ
くにか之を受く。齊の諸侯に聞こゆるやいなや。
そなたの師の陽慶はどこで医術を学んだのか。陽慶の名は斉の諸侯に知れわたっていたか。
○臣意に問ふ。師の慶は何ぞ意を見て意を愛し、悉く意に方を教へんと欲せしか。
陽慶はなぜそなたに会ってそなたが気に入り、医術をすべて教授しようとしたのか。
○ 臣意に問ふ。吏民に嘗て意の方を學び、畢
をは
るに及び盡く意の方を得たる者 有りやいなや。
何
いづ
れの縣里の人ぞ。
かつてそなたに師事し、そなたの医術をすべて学び終えた者はいたのか。どこの者か。
○ 臣意に問ふ。病を診して死生を決すること能く全く失する無きか。
病気を診察して死生を予測して、すべてはずれないということがあり得るのか。
文帝の下問は矢継ぎ早であったかのように『史記』には並べられている。実際は複数回数の面
談が行われたのかも知れないが、文帝は思いつく限りのことを素直にかつ積極的に訊ねている。
秘密の扉を開けた感動と、知識への渇望がこの下問に表れている。しかし、文帝は政治家たる皇
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帝であって、治療師ではない。その文帝をしてこれほどまでに詳細な質疑をせしめた特殊な心理
がさらに深い心の底にあったのではないだろうか。
第二節　黄帝との対比
医学書『黄帝内経』は数多くの論文を集めた論文集の形である。現行のものは『素問』八十一
篇（うち二篇は散佚）と『霊枢』八十一篇の合計百六十二篇の論文から成っている。これらの論
文群は到底一人の著者の手になったものではありえない。また内容の齟齬もあり、かなりの時代
幅が想定されている。もとより個々の論文がいつ誰によって書かれたかは不明であって、実際に
は現存の論文群を上回る数の論文が書かれて、長い歳月の間に淘汰・収斂されていったのであろ
うことは想像に難くない。石田秀実によれば、司馬遷が『黄帝内経』という名称を『史記』の中
に記していないことからして、『黄帝内経』の構成原型となる論文群が存在したのは司馬遷の没
年（前86）以前であり、前漢・成帝の河平三年（前26）に書物の収集と校訂が行われた時には
『黄帝内経』として改めてまとめられたのであるから、論文群が『黄帝内経』の名称のもとにま
とめられたのは、前86年頃から前26年頃までの約六十年の間であったと言う。（8）つまりは、それ
らが『黄帝内経』という形になっていったのはこの文帝と淳于意の時代であることになる。淳于
意が公乗陽慶なる人物から授かった前述の「黄帝・扁鵲の脈書」もこうした論文群のうちに含ま
れるのかも知れない。
『黄帝内経』の諸論文の多くは黄帝が医師・岐伯、雷公、少師、伯高、少兪らと対話する形式
で記述されている。（9）黄帝の存在自体が架空のものであって、その黄帝と医師との対話の形に仮
託して後世の学者が書いた医学論文である、そう看做すのが従来の解釈であった。しかし、見方
を変えて、史実を超えた説話として改めて見るならば、医師ではない伝説の名君・黄帝が医術に
ついて名医たちに訊ねる。国を治める統治者でありながら、微に入り細に亘って問い質す。その
内容は日常の政治の問題を医学の領域になぞらえて対話しているようにも取れる。あたかも囲碁
や将棋といった盤上の世界に現実を二重写しにして、思索を練っているかのようである。突き詰
めれば黄帝は政治の世界での疲れを医師たちとの対話のなかに解消しようとしていた。現代風に
言えば、黄帝はカウンセリングを受けていた。そういう姿を描写しているとも考えられる。
文帝がこうした『黄帝内経』論文群のいくつかを読んでいたとしても決して不思議ではない。
施政の上でさまざまな問題が鬱積する時期に、人々に望まれて皇帝に即位した文帝はこうした医
学論文からも何か手掛かりを得ようとしていた。そして、ある日ふと気づいた。「自分は治療
師・淳于意にその秘伝の医術の何をどう問い質してもよい立場にいるではないか。自分は黄帝に
等しいのだ。」そう気づいた文帝は再び淳于意を長安の宮中に呼んだ。黄帝が医師・岐伯たちに
問う姿に自分を重ねて思いつく限りのことを問う。文帝にとってこれは大いなる愉快、大いなる
自己治療だったに違いない。「自分はいにしえの黄帝のようにこの国を治めてゆけばよいのだ」。
そうした気概が文帝の心のなかに漲っていた。そう解釈することも可能ではないだろうか。
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おわりに
中国文化の体内には多くの〈治療世界〉が互いにつながり合って流れをなしている。それは
〈治療世界系列〉という〈経絡〉と看做してよいだろう。その流れの淵源を求めて紀元前に遡れ
ば扁鵲の〈治療世界〉がある。それから時代を下って後漢末から三国時代初期にかけてまで来れ
ば、華佗の〈治療世界〉がある。その間には綺羅・星のごとく数多の〈治療世界〉があったであ
ろう。そのなかでひときわ大きい存在感があるのが淳于意の〈治療世界〉である。そしてそれ
は、偶然が作用して奇跡的に記録された〈治療世界〉であった。淳于意をめぐって医療裁判が起
こり、いたいけない娘の嘆願書に眼を止め、採り上げ、娘の父親を救った皇帝・文帝は政治刷新
の時機にあった。そして、当時、成書過程にあった『黄帝内経』の構成論文のいくつかを読んで
いたであろう文帝は自身を黄帝に、淳于意を岐伯ほかの医師に二重写しして淳于意に次々と質問
をした。こうした諸事情が重なって淳于意の〈治療世界〉は記録され今日の我々がその詳細を知
ることができる。そして、文帝が淳于意に下問する『史記』のなかのこの部分をひとつの説話と
して読むとき、そこには、奇しくも、文帝の時代に既に『黄帝内経』そのもの、もしくは関連論
文が既に存在し、その読者であった文帝の姿を想像のスクリーンに映して見ることができる。
我々はここに中国医学史の流れのミッシングリンクを補う淳于意の〈治療世界〉の存在意義のひ
とつを見据えたのである。
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